
第 5 学 年 理 科 学 習 指 導 案

平成 1 5年 1 1月  6日 偲  5校 時

第  2   理   科   室

5年 1組  4 0名  (男20名 女20名)

中 村 悟 史

1  単 元名 て こ の は た ら き (「新 しい理科  5下 」 東 京書籍 )

2 単 元について

(1)単元の主旨と系統性

本単元では、てこやてこの働きを利用 した道具を使い、力を加える位置や加える力の大きさを変え

るとてこを傾ける働きが変わ り、つ り合 うときには力を加える位置や加える力の大 きさの間に一定の

きま りがあること ・水平につ り合った棒の支点から等距離に物をつる して、棒が水平になったときは

物の重さが等 しいことをとらえるようにする。

これ らの活動を通 して、てこを傾ける働きやてこがつ り合 うときの規則性についての見方や考え方

をもつようにするとともに、てこの働 きや仕組みについて計画的に追究する能力や日常生活に使われ

ているてこのきまりを利用 した道具を見直す態度を育てることをねらいとする。

児童はこれまで、ものの事さに関する学習や力のつりあいに関ユ る学習を行っ_てきていない。_そ.れ十一

だけに本単元の学習では、支点が力点 と作用点の間にあるてこ (第一種のてこ)で 力点や作用点を移

動させることによりてこをほけるはたらきが変わることやてこが水平につ り合 うとき、力の加わる位

置 と力の大 きさの間には一定のきま りがあることなどを実験活動を通 して理解させるとともに、本単

元でおもりについて触れることから、同学年の学習単元である 「おもりのはたらき」への意識付けを

図つていきたい。

像)児童の実態

児童はこれまでに学習課題に対 して自分なりの予想を持つ ことや課題を解決するための実験や観察

の方法を考え実行すること、実験や観察の結果をもとに課題の答えを導 き出すことなどの学習を行っ

てきた。それらの学習活動を通 して、課題に対する予想を持つこと ・課題解決のための方法を考えて

協力 しながら実験を行 うこと ・実験結果をもとに課題の答えを導 き出すことができるようになってき

た。

しか し、課題からまとめに至る一連の課題解決型の学習活動が しっか り身についているとは言えな

い。特に、グループ実験においてグループ集国の中に埋没 して しまい、個 々の考えを生かした学習活

動を十分に行っているとは言えない。

(3)単元 を進めるにあたって

本単元を進めるにあたって、まずてこの定義 とてこの 3点 (支点 ・力点 ・作用点)を 知 り、棒を使

って重 いものを持ちあげる活動を行い、棒を工夫 して使 うことにより重いものでも楽に持ちあげるこ

とができることを体感させる。

それか ら、体感 した内容を実験用てこを使って再現することにより、てこを傾けるはたらきの感覚

を数値化 して認識する実験活動を行わせる。その後、実験用てこを用いて左右のうでの傾けるはたら

きが等 しくなるとつ り合うことを理解 した上で、同質量のおもりを使っててこが水平につ り合う組み

合わせを見つけ出す活動を行い、結果からつ り合 うためのきまりを導 き出させたい。

さらに、簡単なさおばか りをつ くり水平につ り合 った樺の支点から左右等距離にものをつるして、

棒が水平になるとき、ものの重さが等 しいことをものの重さを量る活動を通 して理解させたい。また

さおばか りの活動に加えて、この性質 を利用 して考え出された上皿天群 を使いものの重さを量る活動

も行わせていきたい。

最後に、て こを利用 した道具について考え、てこの 3点 (支点 ・力点 。作用点)を 調べ、日常の生

活にてこが役立っていることに気付かせていきたい。

本単元の学習において、児童の主体的な学習活動の促進を図るために、実験の結果が明らかになっ

た段階で、課題に対する答えを実験グループで考える活動や個 々の児童が自分の学習を見つめるため

に、学習について振 り返る活動を位置付けていきたい。
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3  本 単元の目標

・
( 1 }自然事象への関心 ・意欲 '態度

・樺を使つて楽にものが持ちあげられることに興味を持ち,進 んで調べようとする。

・てこを利用 した道具に興味、関心をもち,て この 3点 を見つけ出そうとする。

1 2 1科学的思考
1   ・

てこを使って楽にものを持ちあげるためのてこの 3点 の位置を考えることができる。

・てこがつ り合って水平になるのは,左 右のおもりの数 と支点からのきょりの乗数が等 しいとき

であると考えることができる。

( 9観察実験の技能 ・表現
・おもりの位置が変わることによって,て こを傾ける働 きが変わることを調べるとともに記録す

ることができる。
・てこが水平につ り合 うときの組み合わせを考え,調 べるとともに記録することができる。
・てこのつ りあいのきまりを使って、簡単なさおばか りをつ くった り、上皿天帯を正 しく使った

りすることができる。

( 4 )自然事象についての知識 ・理解
・おもりの位置を変えるとてこを傾ける働きは変わるが,お もりの重さは変わらないことを理解

する。
・てこが水平につ り合 うときには,お もりの数 と支点からのきょりに一定のきまりがあることを

理解する。
・水平につ り合った棒の支点から、左右等距離にものをつるして、棒が水平になるときには、も

のの重さが等 しくなっていることを理解する。

4  指 導計画 (計 1 0時 間扱い)

第 1次  1本 の棒で重いものを持ちあげよう。 ( 3時 間)
・てこの 3点 (支点 ・力点 ・作用点)を 知 り,重 いものを楽に持ちあげる方法を考え試行する。
・支点を固定 し力点 ・作用点を変えて,重 いものを楽に持ちあげる方法を確かめる。
・重いものを楽に持ちあげる方法についてまとめる。

第 2次  水 平につ り合 うときのきまりを見つけよう。 ( 3時 間)
。実験用てこを使い、同質量のおもりを使い水平につ り合 う組み合わせを考え試行する。
・実験用てこを使い、水平につ り合 う組み合わせを調べてつ り合 うときのきまりを見つける。

(本時)
・てこが水平につ り合 うためのきまりをまとめる。

第 3次  つ りあいを利用 した道具をつ くったり使った りしよう。 ( 3時 間)
。さおばか りをつ くり、物の重さを量る。
・上皿天秤 と使い、物の重さを量る。

第 4次  て こを利用 した道具を知ろう。 ( 1時 間)
。日常生活の中でてこを使った道具を探 し、てこを利用 した道具のよさについて考える。
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5 本 時の指導

(1)目 標

てこが水平につ り合 うためには,左 のうでのおもりの数 と支点からのきょりの積 と右のうでの

おもりの数と支点からのきょりの積が等 しくなればよいこと理解する。

(21展 開

過程
い
日

ａ
風 動活習学 占

小
意留の上導指

導

入

5

課

題

　

把

握

1、 前時 までの学習を確認する。

2、 学習課題を確認する。

・実験用てこを使って、自由実験させた結果

を提示 して、前時学習を想起させる。
・つ り合いについて意識させる。

てこが水平につ り合 うのは、どんなときだろうか。

1・学習課題を確認するために読ませる。

追

究

追

究

30

予

想

実

験

方

法

実

験

一
結

果

考

察

予想 を持つ。

とと右の支点からのきょりが同じで、おもりの数が同じとき

左のうでのおも,の数と文点からのきょりをたした数と右のうでのおもりの数と支点か

らのきよりをたした数が等しいとき

左のうでのおもりの数と支点からのきょりをかけた観と右のうでのおむりの数と支点か

らのきょりをかけた数が等しいとき

予想 を発表す る。

実験方法を考える。
・左のうでのおb)の最と寛点からのきょり埜里≧して、右のうででつり合いをとる。

0

支点からのきょりを変えてつりあいをとる。
・よの2てのおもりの1と支点からのきょりを固定して、右のうでの支点からのきょり

を決めておもりの数を変えてつりあいをとる。

実験をして、結果を記録する。
・おもりの最と文点からのきょりが同じ場合のつりあい・たし算、かけ算
・出のおもりの数で逆の支点からのとよりのつりあい・たし算、かけ算
・おもりの数にも支点からりきょりにもとらわれないつ,あい・かけ算

まとめを考える。
・左のうでと右のうでのおもりの数と支点からのきょりのかけ算の答え(積)が

等しいときつり合うと言える。

一人一人 に予想 を持たせる。

理 由を付 けて予想 を発表させ る。

・てこの左のうでのおもりの数 と支点からの

きょりを決めてから,右 のうでの操作をする

ように指導する。
・左のうでは、おもりの数を 2個 ・支点から

のきょりを 3の 位置に決めて実験させる。

・班単位でのグループ学習をさせる。
・実験用のおもりは、グループで個数を限定

する。

結果について考え、

ないかグループでま

きまりのようなものが

とめを考えさせる。

終

　

末

ま

と

め

8、 発表 して,全 体でまとめを考える。
・てこが水平につり合うのは、かけ算が成り立つときと言える。
・てこが水平につり合うのは、とのうでのおもりの無と支点からのきょりの積と

右のうでのおもりの獄と文点からのきょりの積が等しいときといえる。

・グループの発表内容について、自分が思っ

たことを発言させる。
・なるべ く子 どもたちの表現でまとめる。
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てこが水平につ り合うのは、

左のうでの            右 のうでの

おもりの数 X支 点からのきょり と  お もりの数 X支 点からのきょり

が等 しくなったときである。

9、 本時 の学習の振 り返 りをする。 ・今 日の学習でわかったことや気づいたこと

疑間に思ったことなどをまとめさせる。

・見つけたきまりが正 しいのか、検証の実験

をすることを言 う。

10、次時 の学習内容 を知 る。

(3)評 価

左 の うで 右 の うで

おもりの数 X支 点からのきょりとおもりの数 X支 点からのきよりが等 しくなれば、てこが水平に

つ り合 うというきまりを、実験の結果から見い出 して理解することができたか。

A  実 験の結果から、てこが水平につ り合 うときのきまりを見い出 して理解するとともに、関係を

式に表すことができる。

B  実 験の結果から、てこが水平につ り合うときのきまりを見い出 して理解することができる。

C  実 験用てこを使ってつ りあいを取らせ、おもりの数 と支点からの距離を表にまとめる活動を通
してきま りについて考えさせる。

6  本 単元の評価規準と判断基準

( 1 )評価規準

ま
　
　
と
　
　
め

自然事象へ の

関心 ・意欲 ・態度

科学的な思考 観察 ・実験の

技能 ・表現

自然事象についての

知識 ・理解

① て こやて この働 きを

利 用 した道具 に興味 ・

関心 を持 ち、 自らて こ

の仕組みや働 き、て こ

がつ り合 うときの規則

性を調べようとする。

② て この働 きを使って

ものづ くりを した り日

常生活 に使 われている

て この働 きを利用 した

道具 について考 えた り

する。

①てこの実験装置などを

使って調べ、てこがつ り

合 うときのおもりの重さ

や支点からの距離を関係

づけて考えることができ

る。

②てこの働 きや規則性に

ついて、条件に着目して

実験の計画を考えた り結

果を考察 したりすること

ができる。

①て この働 きを調べ る

工夫を して、てこの実

験装置な どを操作 し、

安全で計画的に実験や

ものづ くりをするこ と

ができる。

② て この働 きの規則性

を調べ、定量的に記録

した り数量的に表 した

りすることができる。

①水平 につ り合 った棒の

支点から等距離 に物 をつ

る して棒が水平 になった

とき、物の重さは等 しい

ことを理解 している。

②力 を加 え る位置 や力 の

大 きさ を変 える とて こを

傾 ける働 きが変 わ る こと

を理解 している。

③ て こがつ り合 うときに

は、力 を加 える位置 や力

の大 きさの間 に一 定 の き

ま りが ある ことを理解 し

て いる。
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(2蝉

評甲昇理) 評 価 規 準

準基断判

A
十分満足できる

B
おおむね

満足できる

C
努力を要する
児童への支援

・重いものを楽に持ちあ
げる方法を確かめる場面

(発言、行動観察)

・重いものを楽にもちあげること
に関ふをもって調べようとする。

(関・意・態 ①)

・重いものを楽にも
ちあげようと関いを
もち、積極的に調べ
ている。

・重いものを業にも
ちあげようと酌いを
もって調べている。

・重いものが楽にも
ち上がることを体感
させる。

・力点
重いもの

)
る

(

桑圏弱禰鯉整軽こと
ができる。

①)(思

・作用点と力点を関
係づけて、楽にもち
あげる方法を考えて
いる。

・作用点の位置と力
点の位置を変えて、

誰 受そ景好
雅

・力点や作用点を変
えて体感させて、楽
にもちあげる方法を
考えさせる。

・重いものを楽に持ちあ
げる方法についてまとめ
る場面    (記 録)

,重いものを発にもちあげる方法
についてまとめることができる。

(技,表 ②)

・重いものを楽にも

最をぞ魯召音をと養
係づけてまとめてい
る。

,重いものを楽にも
ちあげる方法をまと
めている。

・てこの実験の略図

岳岳を発法番蟹逆岳
させる。

・実験用てこを使つて、

轟窮巽訓罫歎島
はたらきを

(帥 、言覇 )

・実験用てこを使つて、
つり合う組み合わせを試
行実験する場面

(4子口誠碑目喜質電、言韻 )

・力を加える位置や力の大きさを
変えるとてこを傾けるはたらきが
変わることが理解できる。

(知・理 ②)

・力を加える位置や
力の大きさを変える
とてこを幅けるはた
らきが変わることを
理解している。

安黎 麓 鰻 輩
により、てこを傾け
るはたらきが変わる
ことを実感させる。

・実験用てこがつり合う組み合わ
せを考えて、実験して結果を記録
することができる。

(技・表 ②)

・実験用てこを使い
つり合う組み合わせ
を考えて実験し、結
果を記録している。

・実験用てこを使い
つり合う組み合わせ
を見つけさせ、結果
を記録させる。

ふ譜財壱が7畠字
場面

(播 、言韻 )

・てこがわり合うときには、おも
りの数と支点からのきょりにす定
のきまりがあることを見いだして
理解することができる。

(知・理 ③)

'てこがつり合うと

巨鶏 奮あ望曾審
に丁定のきまりがあ

墨晶とそ景岩どと石
に関係を式として表
すことができる。

・てこがつり合うと
きには、おもりの数
と支点からのきょり
にす定のきまりがあ
ることを見いだして
理解している。

,つ り合うためのきまり
をまとめる場面

(記録、発言)

。つりあいのきまりを実験を通し

温暑督唇営泰率言宮,停岳砦鮎桑
②)(思

・てこを使うと小さ
い力で仕事ができる
わけを考えて説明で
きる。

如期韓競郎教ぇる。

て
た
い
こ
で
を

却舶寺せてヽて的劫・さおばかりをつくって

夕の   )
つ
，こ

使
る

を
く

り

つ

ま
を

き

り
の
か

い
ば

あ
お

り
さ

ｏ

つ
な
る

コ騨
碑

て

がヽ

・
て
と

(技・表 ①)
蟹 ち竪 讐響 縁
りをつくることつまで
きる。

の
簡

つ

ｏ

い

をヽ
る

あ
て
り
き

のっり
を使っ
抑
疲

こ
り

さ

こ

て
ま
な

る

。
き
単
く

Ｗ故
を．

あ
さ
りのっり競齢くる。

こ
り
さ

つ

て
ま
ら
に

，
き
が
緒

・卜mて んびんを使って
物の重さを量る場面

(イ韓 ヽ言韻 )

・卜冊てんびんがつり合ったとき
には、左右の重さが等しくなって
いることを理解する。

(知・理 ①)

'卜rllてんびんがつ

畠a量善と塁ぢモ薇
るものの重さが等し
いことを理解してい
るとともに、ものの
かさが重さにかかわ
らないことも理解し
ている。

・上皿てんびんがつ
り合ったときは、分
銅の重さと量ってい
るものの重さが等し
いことを理解してい
る。

・量りたいものの重
さを 卜冊てんびんで
量り、つり合ったと
きに分鋼の重さがも
のの重さであること
を教える。

。てこを利用した道具を
知り、てこの3点 を調べ
る場面

(イ子E朝掟団記薯髯、言醸 )
素琵響簿輸雪寵葬

( 関・意・態 ②)

・支点が外にあるて
こを利用した道具に
ついても進んで調べ
ようとしている。

。てこを利用した道
具について、調べよ
うとしている。

占窮 鱗 禦
こを利用している道
具であることに気づ
かせる。
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〔左のうで〕 〔右のうで〕

W ヴ`っ をよリ

条 件 :

左 の  う  で

おもりの数 支点からの
きょり

2 3

「
……………`

務 岳fら菖斉乞どこ丁
……………

1

おもりの数 選静らのきょりつりあい おもりの数 認碑らのきょりつりあい おもりの数 選静らのきょりつりあい

で

―

瑠

―

おもりの数 泌静らのきょりつりあい おもりの数 認静らのきょりつりあい おもりの数 選碑らのきょりつりあい

米 つ り 合 っ た 一 〇  つ り 合 わ な い → X


